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◉広告主 ������������ IHI、 アサヒビール、 エイチ・アイ・エス、ＮＴＴ
データ東北、鹿島建設、ケーズデンキ、コセキ、
JA 全農みやぎほか 51 社・団体

◉掲載状況 ��������� 2012 年 8 月 31 日から 2013 年 3 月 6 日まで、
二連版全 30 段 2 回、全 15 段 14 回、全 7 段 2
回、雑報などを掲載。

◉広告活動 ��������� ウェブサイト、Facebook、カレンダー、交通広告、
広告主主催イベントと連動。

◉企画 ��������������� 河北新報社営業本部
◉制作 ��������������� 創童舎

◉企画の概要と選定理由
東日本大震災の風化が危惧される中、被災地・被災者の自立的な復興を
目指し、読者と企業（協賛社）が連携して持続可能な支援活動につなげ
るプロジェクトを、半年にわたって展開した。紙面では、「支援する人」「支
援を受けた人」双方の様々な方 を々9 回シリーズで学習支援、商品購入
支援、被災企業支援等の多くの事例を紹介し、読者が「自分のできる支
援」を見つけ結実させた。また、ウェブサイトやＳＮＳで県外にも被災地の現
状を発信、読者対象のバスツアーを実施するなど支援の輪を広げた。被災
地の新聞社が読者と企業をつなげ被災地支援に大きく貢献した企画として
高く評価された。

河北新報社　営業本部

今できることプロジェクト

2013 年 3 月 5 日

2012 年 9 月 11 日 2013 年 3 月 5 日

2013 年 3 月 6 日 2013 年 3 月 6 日
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◉広告主 ������������ 愛知医科大学病院、安城更
正病院、大垣市民病院、岡
崎市民病院、名古屋大学医
学部附属病院、藤田保健衛
生大学病院

◉掲載状況 ��������� 2009 年 6 月 13 日 か ら
2013 年 7 月 29 日 ま で、
朝刊全 30 段 2 回、夕刊全
60 段 4 回、 地域広告版 4
ページ 2 回、 朝刊市民版
30 段 2 回などを掲載。シ
リーズ継続中。

◉広告活動 ��������� ウェブサイト、病院でのデジ
タルサイネージ、 小冊子と
連動。

◉企画 ��������������� 中日新聞社広告局
◉制作 ��������������� H.I.P

◉企画の概要と選定理由
地域医療の崩壊が進む中、命を守るために奮闘し
ている医療現場の思いを伝えるとともに、地域住民
に細やかな医療情報を発信した。紙面展開に加え、
病院単位の小冊子を制作しデジタルサイネージ付き
ラックを配置して各病院で配布したほか、企画に際
して取材した膨大な情報をウェブサイトにも掲載し、
緊急性の高い情報を絶えず引き出せるようにしたこ
とで大きな反響を呼んだ。様 な々制約から取り組み
にくかった医療広告を、新聞が持つ信頼性や詳報
性をベースに完成度の高い企画に仕上げた点が高
く評価された。

中日新聞社　広告局

LINKED

2013 年 1 月 29 日

2012 年 3 月 1 日

2012 年 7 月 12 日

2012 年 10 月 23 日2013 年 4 月 24 日
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◉広告主 ������������ 新潟県、新潟市、サントリー、第一三共、カッパ・
クリエイトホールディングス、キリンビール、ピー・
シー・エー、Ｊ－オイルミルズ、ＴＯＹＯ ＴＩＲＥＳ、
エヌ・エー・ジム、菊水酒造、第四銀行、トップカ
ルチャー、日本アニメ・マンガ専門学校など 21
社・団体

◉掲載状況 ��������� 2012 年 11 月 3 日、 朝刊別刷り20 ページ特集
を発行。

◉広告活動 ��������� テレビＣＭ、漫画家フェアの開催、県内外の書店・
駅・アンテナショップ等での別刷り配布。

◉企画 ��������������� 新潟日報社広告事業本部、電通
◉制作・扱い ������� 電通

◉企画の概要と選定理由
「マンガ・アニメ情報館」と「マンガの家」を新潟市が開設するタイミングを
とらえ、別刷り２０ページ特集の中で、水島新司さんや高橋留美子さんら新
潟ゆかりの漫画家に、ふるさとへの思いを色紙やコマ割り漫画で表現しても
らったほか、書き下ろし漫画による協賛社広告などで「マンガ王国新潟」
を余す所なくアピールした。書店と協力して県内外の店舗で「新潟の漫画
フェア」を開催し、紙面で告知した「にいがたアニメ・マンガフェスティバ
ル」には約５万人を集客するなど、若年層から高齢層まで幅広く訴求した。
新聞広告が持つ力を遺憾なく発揮した企画として高く評価された。

新潟日報社　広告事業本部

漫画家が描くふるさと新潟  新潟マンガ王国
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◉広告主 ������������ おヽ みや、朝来市、明石市立文化博物館、
社会福祉法人光朔会 オリンピア、中納言、
マルイチ、薫寿堂、淡路瓦工業組合、ブ
ルボン ビーンズドーム、社菓庵 末永、ス
タジオキイチ、デザイン・クリエイティブ
センター神戸

◉掲載状況 ��������� 2012 年 10 月 20 日、朝刊１面突き出し、
全 5 段 10 点、半 5 段 2 点を掲載。

◉企画 ��������������� 神戸新聞社営業局、神戸新聞事業社
◉制作 ��������������� 田中有史オフィス
◉扱い ��������������� 神戸新聞事業社

◉企画の概要と選定理由
ユネスコのデザイン都市に認定されている神戸市に「デザイン・ク
リエイティブセンター神戸」が完成したことを契機に、地域の多様
な食、文化、工芸などの個性的な素材をデザインという視点でとら
え、１１の地域版の記事下全１２本のパノラマ作品として表現した。
城、鬼瓦、財布、どら焼きなどを黒地の紙面に浮かび上がらせ
た美しいビジュアルは、読者のみならず協賛広告主からも感嘆の
声が相次いだ。デザインという切り口と斬新なクリエーティブが、
新聞広告の表現領域を広げた企画として高く評価された。

神戸新聞社　営業局

神戸新聞＋Design
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◉企画の概要と選定理由
幼い３人の命が奪われた２００６年の死亡事故を教訓に、飲酒運転撲滅を目
指すべきはずの福岡県の飲酒運転事故件数は１０年に全国ワースト１位に
なった。これを受け、市民、行政、企業などを巻き込んで飲酒運転「ゼ
ロ」を目指すプロジェクトを開始、事故から５年となる１１年８月２５日、朝刊
本紙ラッピング特集でスタートを宣言し、毎月２５日の飲酒運転撲滅の日を中
心に取り組んだ。広告企画にとどまらず、交通広告・屋外広告のほか、編
集記事の展開、「市民の集い」の開催、アルコールチェッカー等オリジナル
グッズの配布など、あらゆる手段を駆使して飲酒運転を撲滅する強い意志
を示した。新聞社が社会貢献に真正面から取り組んだ、スケールの大きい
優れた企画として高く評価された。

◉広告主 ������������ 連合、福岡県など約 300 社
◉掲載状況 ��������� 2011 年 7 月 25 日から 2013 年 5 月 25 日まで、

ラッピング 30 段（表裏）3 回、センター 4 ページ
5 回、全 15 段 26 回などを掲載。

◉広告活動 ��������� ウェブサイト、交通広告、屋外広告、啓発イベント、
福岡タワーへの“０（ゼロ）”イルミネーション点灯、
タクシーへのステッカー掲出などと連動。

◉企画 ��������������� 西日本新聞社広告局、電通九州
◉制作 ��������������� 電通九州、アドパスカル、西日本新聞トップクリエ

飲酒運転撲滅プロジェクト「TEAM ZERO FUKUOKA」
西日本新聞社　広告局

2012 年 3 月 25 日　二連版全 30 段
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